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研究課題名The ADVANCE in Japan A longitudinal Study of age-related 
comorbidities in people with hemophilia. 成人血友病患者の合併症に関する縦断的研究 
研究責任者名 広島大学病院輸血部 藤井輝久
研究期間               2019年6月17日（提供の許可日）- 2031年12月31日
対象者

．

2019年1月から2029年6月の間に、広島大学病院に通院歴のある先天性血友病と診断され， 
登録時年齢が40歳以上で問の得られだ患者さん。

意義・目的

近年軽症血友病患者における脳血管疾患を含む心血管疾患の発症が増加しています。 その治療
は抗凝固と抗血栓の問題が絡み合い複雑かつ困難です。そのため．心血管疾患の管理がとのように
行われ．血友病の病態や治療にとのように影響しているのかといった情報を得ること．その他合併
症についても同様の調査を行うことで．今後の高齢血友病患者における診療のエビデンスを構築す
ることが可能となります。
方法

本研究は，診療録（カルテ）情報を調査して行います。
カルテから使用する内容は誕生年、性別、体重、診療、人種、就業状況、アルコ ール量、喫煙、血

、
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友病A/B、重症度、治療薬名と使用方法（定期補充、オンデマンド、その他）；ィンヒビタ ーの有
無とITIの実施状況、関節の状況、Gilbert score、HJHS、Target jointの有無、ABR/AiBR、
定期的な(1年の3か月以上） NSAIDSの使用状況、HIVの有無、抗HIV薬の有無、C型肝炎の
状況（感染の有無、治療の有無）、慢性肝炎の有無、Child-Pugh分類、Ai=P値、移植歴、肝臓が
んの有無、血圧実測値、脈拍、治療中の実測値、高血圧の家族歴、虚血性疾患の家族歴、糖尿病、
CKD、末梢血管疾患、心不全、左心不全、狭心症、LDL、HDL、総コレステロール、中性脂肪、
eGFR、尿たんばく、血尿、随時血糖、HbA1c、入院の有無、 入院の緊急性、入院の内容、入院
日数、上記以外の合併症、既往歴、手術歴、内服薬です。
（個人を特定可能な情報は解析に用いません）
共同研究機関

荻窪病院．名古屋大学医学部附属病院．兵庫医科大学病院．大阪医療センタ ー，仙台医療セン
タ ー，東京医科学研究所付属病院

試料・情報の管理責任者
広島大学病院輸血部 准教授 藤井 輝久

個人情報の保護について
調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する形

で公表されたり、第三者に知られたりするなとのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご安心
ください。（研究に貧料を提供したくない場合はお申し出ください。 お申し出いただいても不利益
が生することはありません。



問合せ・苦情等の窓口

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3

T e l : 082-257-5581
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